
*出力条件
*会計年度 ： R02
*出力帳票選択 ： 財務書類
*団体区分 ： 全体
*団体／会計コード ：
*出力範囲 ： 年次
*出力金額単位 ： 円

（単位：円）

【資産の部】 【負債の部】
固定資産 88,201,321,092 固定負債 36,682,586,621

有形固定資産 84,764,142,611 地方債等 23,607,401,237
事業用資産 30,224,535,842 長期未払金 -

土地 15,106,664,702 退職手当引当金 1,724,866,000
立木竹 336,707,008 損失補償等引当金 -
建物 28,392,472,200 その他 11,350,319,384
建物減価償却累計額 △ 16,395,007,461 流動負債 2,481,973,925
工作物 4,635,507,815 1年内償還予定地方債等 2,039,790,558
工作物減価償却累計額 △ 1,851,808,422 未払金 77,964,231
船舶 - 未払費用 -
船舶減価償却累計額 - 前受金 -
浮標等 - 前受収益 -
浮標等減価償却累計額 - 賞与等引当金 157,893,468
航空機 - 預り金 155,199,901
航空機減価償却累計額 - その他 51,125,767
その他 - 39,164,560,546
その他減価償却累計額 - 【純資産の部】
建設仮勘定 - 固定資産等形成分 90,142,950,619

インフラ資産 54,167,004,386 余剰分（不足分） △ 36,257,854,021
土地 8,070,983,964
建物 701,139,470
建物減価償却累計額 △ 517,055,590
工作物 76,891,493,633
工作物減価償却累計額 △ 31,060,342,235
その他 -
その他減価償却累計額 -
建設仮勘定 80,785,144

物品 1,309,345,749
物品減価償却累計額 △ 936,743,366

無形固定資産 803,073,827
ソフトウェア 3,890,376
その他 799,183,451

投資その他の資産 2,634,104,654
投資及び出資金 3,835,508,415

有価証券 105,869,415
出資金 3,729,639,000
その他 -

投資損失引当金 △ 3,671,266,000
長期延滞債権 318,328,036
長期貸付金 36,051,446
基金 2,172,028,669

減債基金 0
その他 2,172,028,669

その他 -
徴収不能引当金 △ 56,545,912

流動資産 4,848,336,052
現金預金 2,726,132,132
未収金 208,737,635
短期貸付金 -
基金 1,941,629,527

財政調整基金 1,741,464,571
減債基金 200,164,956

棚卸資産 3,270,830
その他 -
徴収不能引当金 △ 31,434,072

繰延資産 - 53,885,096,598
93,049,657,144 93,049,657,144

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

負債合計

純資産合計
資産合計 負債及び純資産合計

全体貸借対照表
（令和３年３月３１日現在）

科目 金額 科目 金額



*出力条件
*会計年度 ： R02
*出力帳票選択 ： 財務書類
*団体区分 ： 全体
*団体／会計コード ：
*出力範囲 ： 年次
*出力金額単位 ： 円

（単位：円）

経常費用 25,993,863,099
業務費用 10,878,169,772

人件費 2,456,634,207
職員給与費 1,917,178,731
賞与等引当金繰入額 155,532,417
退職手当引当金繰入額 -
その他 383,923,059

物件費等 8,024,481,663
物件費 4,269,464,375
維持補修費 990,798,983
減価償却費 2,764,218,305
その他 -

その他の業務費用 397,053,902
支払利息 222,074,590
徴収不能引当金繰入額 12,789,664
その他 162,189,648

移転費用 15,115,693,327
補助金等 14,279,252,325
社会保障給付 833,769,091
他会計への繰出金 0
その他 2,671,911

経常収益 2,368,245,275
使用料及び手数料 1,906,044,575
その他 462,200,700

純経常行政コスト 23,625,617,824
臨時損失 831,870,702

災害復旧事業費 587,352,450
資産除売却損 7,817,845
投資損失引当金繰入額 227,069,000
損失補償等引当金繰入額 -
その他 9,631,407

臨時利益 657,552
資産売却益 657,552
その他 -

純行政コスト 24,456,830,974

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

全体行政コスト計算書
自　令和２年４月１日　

至　令和３年３月３１日

科目 金額



*出力条件
*会計年度 ： R02
*出力帳票選択 ： 財務書類
*団体区分 ： 全体
*団体／会計コード ：
*出力範囲 ： 年次
*出力金額単位 ： 円

（単位：円）

前年度末純資産残高 50,940,052,381 69,364,549,832 △ 18,424,497,451

純行政コスト（△） △ 24,456,830,974 △ 24,456,830,974

財源 24,349,684,929 24,349,684,929

税収等 12,376,564,570 12,376,564,570

国県等補助金 11,973,120,359 11,973,120,359

本年度差額 △ 107,146,045 △ 107,146,045

固定資産等の変動（内部変動） 773,440,563 △ 773,440,563

有形固定資産等の増加 3,267,362,750 △ 3,267,362,750

有形固定資産等の減少 △ 2,765,970,458 2,765,970,458

貸付金・基金等の増加 1,295,398,878 △ 1,295,398,878

貸付金・基金等の減少 △ 1,023,350,607 1,023,350,607

資産評価差額 9,865 9,865

無償所管換等 237,122,455 237,122,455

その他 2,815,057,942 19,767,827,904 △ 16,952,769,962

本年度純資産変動額 2,945,044,217 20,778,400,787 △ 17,833,356,570

本年度末純資産残高 53,885,096,598 90,142,950,619 △ 36,257,854,021

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

全体純資産変動計算書
自　令和２年４月１日　

至　令和３年３月３１日

科目 合計 固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）



*出力条件
*会計年度 ： R02
*出力帳票選択 ： 財務書類
*団体区分 ： 全体
*団体／会計コード ：
*出力範囲 ： 年次
*出力金額単位 ： 円

（単位：円）

【業務活動収支】
業務支出 23,185,224,552

業務費用支出 8,069,531,225
人件費支出 2,453,803,649
物件費等支出 5,262,581,701
支払利息支出 222,074,590
その他の支出 131,071,285

移転費用支出 15,115,693,327
補助金等支出 14,279,252,325
社会保障給付支出 833,769,091
他会計への繰出支出 0
その他の支出 2,671,911

業務収入 25,301,070,365
税収等収入 12,358,569,744
国県等補助金収入 10,609,729,790
使用料及び手数料収入 1,933,602,474
その他の収入 399,168,357

臨時支出 603,213,857
災害復旧事業費支出 587,352,450
その他の支出 15,861,407

臨時収入 215,808,000
業務活動収支 1,728,439,956
【投資活動収支】

投資活動支出 4,561,733,931
公共施設等整備費支出 3,266,792,380
基金積立金支出 1,007,872,551
投資及び出資金支出 227,069,000
貸付金支出 60,000,000
その他の支出 -

投資活動収入 2,460,775,493
国県等補助金収入 1,045,599,929
基金取崩収入 716,405,000
貸付金元金回収収入 64,009,541
資産売却収入 821,860
その他の収入 633,939,163

投資活動収支 △ 2,100,958,438
【財務活動収支】

財務活動支出 1,979,516,398
地方債償還支出 1,975,772,254
その他の支出 3,744,144

財務活動収入 3,097,287,293
地方債発行収入 3,052,100,000
その他の収入 45,187,293

財務活動収支 1,117,770,895
745,252,413

1,825,679,818
2,570,932,231

前年度末歳計外現金残高 173,714,831
本年度歳計外現金増減額 △ 18,514,930
本年度末歳計外現金残高 155,199,901
本年度末現金預金残高 2,726,132,132

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

前年度末資金残高
本年度末資金残高

全体資金収支計算書
自　令和２年４月１日　
至　令和３年３月３１日

科目 金額

本年度資金収支額



*出力条件
*会計年度 ： R02
*出力帳票選択 ： 財務書類
*団体区分 ： 全体
*団体／会計コード ：
*出力範囲 ： 年次
*出力金額単位 ： 円

（単位：円）

経常費用 25,993,863,099
業務費用 10,878,169,772

人件費 2,456,634,207 　
職員給与費 1,917,178,731
賞与等引当金繰入額 155,532,417
退職手当引当金繰入額 -
その他 383,923,059

物件費等 8,024,481,663
物件費 4,269,464,375
維持補修費 990,798,983
減価償却費 2,764,218,305
その他 -

その他の業務費用 397,053,902
支払利息 222,074,590
徴収不能引当金繰入額 12,789,664
その他 162,189,648

移転費用 15,115,693,327
補助金等 14,279,252,325
社会保障給付 833,769,091
他会計への繰出金 0
その他 2,671,911

経常収益 2,368,245,275
使用料及び手数料 1,906,044,575
その他 462,200,700

純経常行政コスト 23,625,617,824
臨時損失 831,870,702

災害復旧事業費 587,352,450
資産除売却損 7,817,845
投資損失引当金繰入額 227,069,000
損失補償等引当金繰入額 -
その他 9,631,407

臨時利益 657,552
資産売却益 657,552
その他 -

純行政コスト 24,456,830,974 24,456,830,974
財源 24,349,684,929 24,349,684,929

税収等 12,376,564,570 12,376,564,570
国県等補助金 11,973,120,359 11,973,120,359

本年度差額 △ 107,146,045 △ 107,146,045
固定資産等の変動（内部変動） 773,440,563 △ 773,440,563

有形固定資産等の増加 3,267,362,750 △ 3,267,362,750
有形固定資産等の減少 △ 2,765,970,458 2,765,970,458
貸付金・基金等の増加 1,295,398,878 △ 1,295,398,878
貸付金・基金等の減少 △ 1,023,350,607 1,023,350,607

資産評価差額 9,865 9,865
無償所管換等 237,122,455 237,122,455
その他 2,815,057,942 19,767,827,904 △ 16,952,769,962

本年度純資産変動額 2,945,044,217 20,778,400,787 △ 17,833,356,570
前年度末純資産残高 50,940,052,381 69,364,549,832 △ 18,424,497,451
本年度末純資産残高 53,885,096,598 90,142,950,619 △ 36,257,854,021

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

金額
固定資産等形成分 余剰分（不足分）

全体行政コスト及び純資産変動計算書
自　令和２年４月１日　
至　令和３年３月３１日

科目 金額



全体財務書類 注記

１．重要な会計方針
(1)　有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法
　① 有形固定資産･･････････････････････････････取得原価
　　　ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。
　　ア 昭和59年度以前に取得したもの････････････再調達原価
　　　ただし、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額1円としています。
　　イ 昭和60年度以後に取得したもの
　　　取得原価が判明しているもの･･･････････････取得原価
　　　取得原価が不明なもの･････････････････････再調達原価
　　ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額1円としています。
　② 無形固定資産･･････････････････････････････取得原価
　　ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。
　　取得原価が判明しているもの･････････････････取得原価
　　取得原価が不明なもの･･･････････････････････再調達原価
　なお、地方公営企業法が適用される会計については、地方公営企業会計基準によります。

(2)　有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法
　① 満期保有目的有価証券･･････････････････････償却原価法（定額法）
　② 満期保有目的以外の有価証券
　　ア 市場価格のあるもの･･････････････････････会計年度末における市場価格
　　（売却原価は移動平均法により算定）
　　イ 市場価格のないもの･･････････････････････取得原価
　③ 出資金
　　ア 市場価格のあるもの･･････････････････････会計年度末における市場価格
　　（売却原価は移動平均法により算定）
　　イ 市場価格のないもの･･････････････････････出資金額

(3)　棚卸資産の評価基準及び評価方法
　　個別法による低価法

(4)　有形固定資産等の減価償却の方法
　① 有形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法
　　　なお、主な耐用年数は以下のとおりです。
　　　建物 10年～50年
　　　工作物 9年～60年
　　　物品 2年～10年
　② 無形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法
　　（ソフトウェアについては、当市における見込利用期間（5年）に基づく定額法）
　③ リース資産
　　ア 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　　　･･････････自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法
　　イ 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　　　･･････････リース期間を耐用年数とし、残存価値をゼロとする定額法

(5)　引当金の計上基準及び算定方法
　① 投資損失引当金

　市場価格のない投資及び出資金のうち、連結対象団体（会計）に対するものについて、
実質価額が著しく低下した場合における実質価額と取得価額との差額を計上しています。

　② 徴収不能引当金
　未収金については、過去５年間の平均不納欠損率により（又は個別に改修可能性を検討
し）、徴収不能見込額を計上しています。
長期延滞債権については、過去５年間の平均不納欠損率により（又は個別に改修可能性を
検討し）、徴収不能見込額を計上しています。
長期貸付金については、個別に改修可能性を検討し、徴収不能見込額を計上しています。
　ただし、一部の対象団体においては、法人税法に規定する法定繰入率に基づく繰入限度
額によっています。

　③ 退職手当引当金
　　　期末自己都合要支給額を計上しています。
　④ 損失補償等引当金



　履行すべき額が確定していない損失補償債務等のうち、地方公共団体の財政の健全化に
関する法律に規定する将来負担比率の算定に含めた将来負担額を計上しています。

　⑤ 賞与等引当金
　翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見
込額について、それぞれ本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。

(6)　リース取引の処理方法
　① ファイナンス・リース取引
　　　通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。
　② オペレーティング・リース取引
　　　通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

(7)　全体資金収支計算書における資金の範囲
　現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物（容易に換金可能であり、かつ、価値
変動が僅少なもので、６ヶ月以内に満期日が到来する流動性の高い投資をいいます。ただ
し、一般会計等においては、当市資金管理方針において、歳計現金等の保管方法として規
定した預金等をいいます。）
　なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払
いを含んでいます。

(8)　採用した消費税等の会計処理
　消費税等の会計処理は、税込方式によっています。
　ただし、水道事業会計については、税抜方式によっています。

２．重要な会計方針の変更等
(1)　会計方針の変更
　　重要な会計方針の変更はありません。

(2)　表示方法の変更
　　重要な表示方法の変更はありません。

(3)　資金収支計算書における資金の範囲を変更
　　重要な資金の範囲の変更はありません。

３．重要な後発事象
(1)　主要な業務の改廃
　　主要な業務の改廃はありません。

(2)　組織・機構の大幅な変更
　　組織・機構の大幅な変更はありません。

(3)　地方財政制度の大幅な改正
　　地方財政制度の大幅な改正はありません。

(4)　重大な災害等の発生
　　重要な災害等の発生はありません。

(5)　その他重要な後発事象
　　その他重要な後発事象はありません。

４．偶発債務
(1)　保証債務及び損失補償債務負担の状況

中小企業振興金融融資保証債務残高　78,835千円
但し、当町の損失補償割合は、責任共有制度の負担金方式を選択した金融機関分にあって
は、80%を乗じた上、60%を乗じて得た金額です。）

(2)　係争中の訴訟等
重要な係争中の訴訟はありません。

(3)　その他主要な偶発債務
その他主要な偶発債務はありません。

５．追加情報



(1)　対象団体（会計）の一覧、連結の方法及び対象と判断した理由
　① 全部財務書類の対象範囲は次のとおりです。

特別会計　　　国民健康保険特別会計
　　　　　　　介護保険特別会計
　　　　　　　後期高齢者医療特別会計
公営企業会計　水道事業会計
　　　　　　　下水道事業会計

　②　特別会計、地方公営企業会計は、すべて全部連結の対象としています。
　なお、下水道事業会計は、令和2年4月1日より地方公営企業法の適用された地方公営企
業会計に移行したため、本年度より連結対象団体（会計）の対象としています。

(2)　出納整理期間
　地方自治法第235条の5に基づき、出納整理期間を設けられている会計においては、出納
整理期間における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としてい
ます。
　なお、出納整理期間を設けていない団体（会計）と出納整理期間を設けている団体（会
計）との間で、出納整理期間に現金の受払い等があった場合は、現金の受払い等が終了し
たものとして調整しています。

(3)　表示単位未満の取扱い
千円未満を四捨五入して表示しているため、合計金額が一致しない場合があります。

(4)　売却可能資産の範囲及び内訳は、次のとおりです。
　① 売却可能資産の範囲及び内訳は、次のとおりです。
　　ア 範囲
　　　　売却予定とされている公共資産
　　イ 内訳
　　　　土地　　　1千円


